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お断り 

  本文中に記載されている建設省は、現国土交通省の事であり、建設省告示等は当時のまま記載

しております。 

また、年号につきましては西暦表示をしておりますが、法律内の文言につきましては原文通り

に記載しております。参考までに、以下の通り対比されます。 

昭和 50 年→西暦 1975 年、平成元年→西暦 1989 年、平成 12 年→西暦 2000 年 

本 Q&A に記載の内容は、各方面からの意見を取り入れたケーブル防災設備協議会としての見解

を含んでおります。 


